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　手作りの心温まる広報誌を発行して１年。「発
行したすぐから次の紙面づくりを考えている」と
いう原さんが当別町民になったのは平成１４年７
月。それまでは月形町の社会復帰施設で約２５年
間集団生活を送っていました。
　訪問看護や配食サービスなど生活のサポートを
得て当別町に移り住み、１１月に新聞報道で“つく
し共同作業所”のことを知り「お友達づくりから
始めたい」と作業所に通い始めました。
　原さんは「月形の施設で広報誌を作った経験も
あり、昨年１周年を迎えたつくし作業所の活動を
もっと町民に知ってもらいたかった」と広報誌づ
くりのきっかけを振り返ります。
　「平成１５年６月の第１号発行の時はみんなに見
てもらえるかなと不安が一杯でしたが、激励の電
話をもらったり、多くの人が見てくれたことが分
かってとても嬉しかった」と語ります。
　年４回発行する広報誌は原さんを筆頭に、ボラ
ンティアの学生などで７～８名が役割分担して紙
面を作っています。表紙のイラストは、すべて原
さんが担当し自分で描かないと気がすまないと
いうほど力が入っていて、手書きの紙面づくりと
共に、第１号からこだわりを持ち続けています。
広報誌を手書きで発行することで作り手の温か
さが感じられます。
　また、原さんの独自の視点で見る「ゆとろでお
世話になった人々」シリーズや「医療大学で精神
保健福祉論の特別講師をした大学講義の報告」な
ど、どのような紙面にしたら喜ばれるかと常に考
えて構成しています。

　スタッフ・ボランティアの方と２カ月前から編
集会議を重ね、手作業で約2,000部の製本を行い、
出来上がるのが毎回とても楽しみで苦労が報わ
れると顔をほころばせます。
　出来上がった広報誌は、原さんが当別町に住ん
でからイベントなどに参加することなどで広げ
たネットワークを使い知人に直接配ったり、広く
町民に読んでもらえるよう町内会の回覧を利用
するなどしたくさんの人に手にしてもらうため
に努力しています。また、毎号を『おはよう町長
室』で町長に届けたりもしています。
　つくし作業所の広報誌づくりからつぎつぎと世
界を広げる原さんは「当別に来ていろんな人にお
世話になりました。これからは自分が当別町で
障害者やお年寄りなどを介護できる立場になり
たいと思っています」と強い思いを持ってホーム
ヘルパー３級の資格取得を目指す意欲に燃えてい
ます。
　「当別町を福祉のまちにしていきたい」と大き
な夢を語る原さんは、更なる活動をつくし作業所
のスタッフと進めていくことでしょう。
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